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高分子材料設計の化学の道を歩んで
AStudyofChemicalDesignofPolymericMaterials
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最終講演を中心に有機工業化学･高分子材料の化学設計の教育

と研究の道を歩んだ足跡を回顧した

は じ め に

筆者は昭和 21年 9月東京帝国大学第一工学部石油工

学科を卒業した(表-1).第2次大戦の終戦の翌年である.

日本に将来,重化学工業が許されるかどうか?空腹を抱

えてしばしば論じあった.終戦間もなく朝鮮窒素から引

き揚げられた先輩と何回か行われた懇談会では米国占領

下での日本の重化学工業復興の議論は重苦しかった.経

済復興の兆しは朝鮮戦争勃発の頃からである.われわれ

には選択の余地なき歴史的な時の流れであった.

石炭は18ccから20ccに亘るエネルギー,化学製品

の主原料である.戦後しだいに石油がこれに代わり,わ

が国では昭和 30年に経済の活性化と共に石油化学工業

が躍進的発展を逐げた.

科学･技術を通じてのみ日本の経済自立が可能であり,

欧米の科学 ･技術レベルに追いつくための努力は大学で

も凄まじかった.一方,昭和 33年に水俣病に代表される

公害が世の明かるみに出た.宇井純君には公害について

多くの教えを受けた.触媒に用いた微量の水銀,無限の

太洋と水俣病の発生の繋がりは信じられなかった.早く

から亀山直人先生の水汚染の警告があったことを知った

のは水俣病発生後のことである.

大学紛争は第2次大戦と共に生涯忘れ得ぬことの一つ

である.工業化学を専攻し,公害予測に無関心であった

ことを学生に詰問され返す言葉もなかった.また大学の

大衆化の意味が身に泌みて理解できたのは,それから2,

3年後のことである.当時工学部綜合試験所に在籍した.

紛争前後 1年半の研究の空白の大さは計りしれないもの

があった.

本郷キャンパスで応化系の建物から排出した有機溶剤

により隣号館の方々にさまざまの形で迷者をおかけした

一時期があった.応化系で防災委貞会が設置され,当初

*東京大学名誉教授

表-1 私 の 暦

昭和21.9 -工･石油工学科卒
23.9 大学院をへて 工学部

応用化学科 桑田講座
35.10 工学部 総合試験所

48.3 生産技術研究所

58.4 退官

図-1 レツペ博士を迎えて(工学部4号館前)向かって左より

向坊,敬,桑田各教授

から-委員を務めた.大学紛争の前後筆者も積極的に応

用化学科,工学部,さらに全学の廃棄物や排水処理のお

手伝いをした.生研配置換え後文部省の委嘱をうけ ｢大

学の廃棄物処理｣作成に協力した.

筆者は六高で山岡望先生 (第 1回日本化学会教育賞受

賞者)にドイツの有機化学の教育を受けた.日本化学会

の招きで西独から昭和 28年にはレツペ博士が,また翌年

にはスタウディンガ-博士 (1953年度ノーベル賞受賞)

が来日されてお目にかかった際の印象は強烈で,立ちす

くむ思いであった (図-1).レッペ博士 (BASF)はレッ

ペ反応の発見者で,ノーベル賞に匹敵した業績を持つ化

学者である.触媒発見のため数多くの高圧反応容器を用

い数多くの実験をされ,新しい反応,触媒を発見された.

15




























